
お客さま各位 

2020 年 7 月 13 日の取引（約定）より 

一般債のお取引や個人向け国債の中途換金などの 

受渡日が 1 営業日早まります 

 1．受渡日のスケジュールイメージ 

 

2．対象商品（注 1） 

 

（注1）非居住者の方のお取引や名義書き換えなど資金決済が伴わない振替は対象外です。 

（注2）一般債とは、証券保管振替機構の「一般債振替制度」の対象商品を指します。 

（注 3）新しく発行される一般債（新発債）の買付は、この限りではありません。 

 

［ご留意点］ 

■ お客様にとって、以下の取扱いに変更が生じます。 

〇 原則として、証券会社からお客様への買付有価証券の受渡しや売付代金の支払いが 

これまでより１営業日早まり、取引（約定）日（Ｔ）から起算して３営業日目（Ｔ＋

２日）に行われます。 

〇 取引（約定）後、お客様から証券会社への買付代金の支払いや売付有価証券の受渡し

の期限が早まる場合があります。（あらかじめ買付代金や売付有価証券を証券会社に

預託している場合この限りではありません。） 

■ ただし、証券会社とお客様との個別の合意により受渡日を設定した場合はこの限りで

はありません。 



 

 

3．制度変更前後のスケジュール等 

2020年 7月 13日（月）以降の取引について、取引（約定）日から起算して 3営業日

目（T＋2日）に受渡しが行われます。 

具体的な日程については、以下のスケジュールを参考にしてください。 

 

※ システム稼働等に支障が生じた場合その他やむを得ない事由により上記スケジュールが

変更となる可能性があります。 

4．受渡日を早めるねらい 

■ 受渡日を早め、未決済残高を減らすことにより、決済リスクを低減させることが

ねらいです。 

■ 株式等についても、すでに取引（約定）日から起算して3営業日目（T＋2日）の

受渡しとなっており、今回の変更により株式等と取引(約定)日からの受渡日を揃える

ことができます。 

以上 
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